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２０２３年６月４日 主日礼拝  ＜誕生祝福式＞ 
  

司  会   ①高木兄   ②笠松兄   ③原兄（佐々木姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美       聖歌５６５番「ペンテコステの日に」 
聖５６９（おこしたまえリバイバルを）（見よ私は新しいことをする） 

主の祈り 

   

   聖  書                                                                                             マタイによる福音書５章１～１２節  (P５)  

                                                                             

音  楽         カルバリー聖歌隊&オーケストラ（V） 

 

誕生祝福式 

メッセージ                                                                「８つの祝福」          大川従道主任牧師  
            （２０００年４月３０日・泉チャペル献堂式）  

   

賛  美                                                                                      「備えたもう 主の道を」(讃美歌４９４番)  献金 

頌  栄                                                                                  「主の名を賛美しよう」  アーメン 

                                                                       祝   祷                                                                        

 
 
 
【大和ニュース】     

☆Welcome Holy Spirit! ３年余のコロナの大あばれによって、日本中の教会の礼拝 

人数が半分以下に減少してしまった。私は泣いて泣いて、主の助けを求めています。 

もう一度回復（リバイバル）していただけるように祈って助けて下さい。私は献身を新たに、    

この命を主にお捧げしております。（今日は第１～第４まで、同じプログラムです！） 

☆来週は「特別伝道礼拝」です。未信者の方々が礼拝に出席し、救われる人々が 

おこされるように御熱祷ください。第３礼拝の説教者は、新進気鋭の妹尾牧師です。 

* ハンナ会(１２時半・シャロ館)、バルナバ会(１３時半・泉&ZOOM)、J.PLUS(１４時半・森)。 

☆東京カルバリーフェローシップは、来週の日曜１６時。広尾の教会。説教は大川牧師。 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝、説教は森屋幹副牧師。証人は岸兄。 

・ 土曜日は盛り沢山！Church of Southland 宣教チーム 子ども集会（９時半・森）、 

ＣＢＳプラス、会堂掃除。＊聖歌隊は新人募集中（１３時半） ・執事祈祷会(月 １９時半) 

* 主日礼拝人数 ①８６人(２５０) ②２０３人(１７９) ➂                                                                                             ２８０人(３２５) ➃２４人＝１３４７人 

       定例祈祷会 水曜５３人(２００) 木曜１４２人(９７)＝４９２人 ※( )内は YouTubeのライブ人数 
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石の枕  
  

    人のために（神様に喜ばれることを）何かすることで 

    誰もが素晴らしい人になれます  大学を出ていなくても 

    正しい文法で話せなくても  人のために何かをすることができます 

    ただ、やさしい気持ちがあればいいのです  愛の心があればいいのです 

 ＊ステキな言葉ですね。マーチン・ルーサー・キング・ジュニアの言葉です。 

 私大川が、マーチン・ルーサー・キング賞を受け、ロサンジェルスの大通りを 

オープンカーにのって、大群衆に迎えられたことは誰も信じられないこと。 

 ある日学校からの帰り道、マークの前を歩いていた少年がつまずいた。抱えていた 

本やバットとグローブ等が、あたりに飛び散った。マークは駆け寄って、落ちたものを 

拾うのを手伝った。同じ方向なので、荷物を持ってあげ、おしゃべりしながら一緒に 

帰った。（「こころのチキンスープ」より） 

 自己紹介によると、少年の名前はビル。TVゲームと野球が大好きで、歴史以外の 

科目は苦手だという。ビルの家に着くと、マークはコーラを飲んでいかないかと誘われた。 

２人はテレビを見たり、笑ったりして楽しく過ごした。それからは、学校でもしばしば 

顔を合わせるようになり、仲良しの友になった。 

 高校の卒業式の少し前のある日、ビルがマークの家にやって来て、最初の出会いを 

懐かしそうに話しだした。 

 「マーク。あの日、なぜボクがあんなに沢山のものを持ち歩いていたかわかるかい？ 

実はあの頃、母さんは睡眠薬を飲んでいてね、ボクは少しずつこっそりためて 

いたんだよ。君に初めて会った日、家に着いたらそれを飲んで自殺をするつもりだった。 

でも君に出会って、メチャ楽しかった。もしあのまま自殺していたら君との楽しい 

時間も持てなかったし、これから起きるたくさんの素晴らしいことを経験することもなく 

死んでしまうことになると思ったんだ。 

 これでわかっただろう？マーク、君はボクの荷物を拾ったとしか思ってなかった 

だろうけど、あの日、ボクの命も拾ってくれていたんだよ。 

 ☆イエス様は「重荷を持って苦労している者は、私のもとに来て休むがよい。 

私はあなたに、安息を（元気を）あげます！」と言われた。（マタイ福音書１１の２８） 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ヨハネ１４章～１８章 Bコース：歴代志下１３章～３３章 


